
 

 

 

 ５年生の「のぞみ学習」では，高齢者福祉に関する理
解を深めるために，志學館大学の飯干紀代子先生によ
る，認知症についての講座を行いました。講座では，認
知症についての理解を深めるための飯干先生のお話を
聞いたり，認知症高齢者支援ロボットアプリを搭載した
「ニンニンペッパー」と実際に会話をしたりしながら認
知症の方々との接し方について考えました。 
 このような学習は，子どもたちが自分たちにできるこ
とを考えるとともに行動にうつしていこうとする意欲
を高めるよい機会となったのではないかと考えます。 

思いは通じ合う  
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子どもの成長のために 

副校長 益山 富誉 

 後期前半が終わります。子どもたちは，充実した 53日間を過ごすことができました。本校

教育に御協力・御理解を賜り，心から感謝申し上げます。 

 今年度初めての取組であったさわやかランニング記録会には，寒風の中多くの保護者の皆

様の御声援を受けて，子どもたちは自己ベストに向けて精一杯走り通すことができました。目

標をもち，その達成に向けて自分自身をコントロールして様々な取組をしていくことは，これ

からの社会を生き抜くには必要な力となると考えます。そのような姿を学年が上がるにつれ

て見ることができました。さすが附属の子であると感動しました。 

 子どもにとって１秒１秒が貴重な時間となります。一つ一つのことが学びとなり，経験とな

って自分自身を成長させていきます。冬休みには，家族で過ごす機会も増えると考えます。親

子で語ったり，親子で活動したりして，有意義な休みをお過ごしください。 

 

 

 

 11 月 29 日（木）～30 日（金）に台北教育大学附設実験国民小学校の５年生 10 名，６年生

６名との交流学習が行われました。交流学習では，５・６年生の各教室に入り，一緒に学習を

したり給食を食べたりしました。初めのうちは，相手に伝えたいことがなかなか伝わらず互い

にもどかしい様子でした。しかし，次第に相手の発する言語を注意深く聞いて何とか相手の思

いを理解しようとしたり，身振り手振りで自分の思いを伝えようとしたりする中で，思いが通

じ合ったときには互いに笑みがこぼれていました。このような経験を通して子どもたちは，言

語を超えてコミュニケーションを図ることの大切さを感じ，さらに外国語への興味・関心を高

めることができたのではないかと考えます。 

未来を拓くための自分らしい生き方・役割に関する取組 

 12月 10日（月）～12日（水）まで，延べ 450名を超え
る保護者の温かい応援をいただきながら，さわやかランニ
ング記録会が行われました。 
 子どもたちは，前期に測ったタイムを更新するために，
朝の活動で行われる「さわやかタイム」やスポーツ安全委
員会が呼びかけて行う始業前の「ランニングタイム」に取

り組んできました。これまでの努力を振り返ることで，記
録だけではなく目標を達成するための過程にこそ価値が
あることを実感できたと考えます。 

【目標タイムの更新に向け懸命に走る様子】 

【1月の主な行事】 

冬季休業（～７日） 

６日（日）新１年入学児童選考諸検査 

８日（火）後期後半開始，木曜校時 

図書返却期間（～10日） 

10日（木）図書返却完了日 

15日（火）  

16日（水）マナーアップ期間（～18日） 

      図書通常貸出開始 

23日（水）標準学力検査（～２月１日） 

30日（水）ＰＴＡ役員選考委員会 

ＰＴＡ総務部会・理事会 【版画の作品作りを行う様子】 

【ニンニンペッパーと会話をする様子】 

～子どもの日記から～ 
 ぼくは，認知症の方々のことについて知ることで，これから，ゆっくりと話したり困っていたら助
けたりして相手が笑顔になれるように接することが大切だと思いました。また，このような接し方
は，どんな人とかかわる時にでも大切なことだと感じました。（５年男児） 

 

 これまで６年生は，「ぼく，わたしの生きる道」という
のぞみ学習で，自分のよりよい生き方について考えてき
ました。11 月 28 日には，鹿児島大学４年生が自分なり
の課題をもち，調べたことを発表し，子どもたちは発表
を聞いてさらに詳しく知りたいことを質問することで
意見交流を行いました。大学生が一生懸命発表する姿に
熱心に耳を傾けている姿が，印象的でした。 
 子ともたちは，大学生との交流を通して，自分の近い
将来を思い描いていたのではないでしょうか。そして，
自分の夢や目標を再確認し，努力を積み重ねていこうと
いう気持ちを確かなものにできたのではないかと考え
ます。 

【大学生の発表を熱心に聴く様子】 

～子どもの日記から～ 
 わたしは，大学生が聞いている人を引き込む発表に感動しました。声の大きさや話す速さはもちろ
んのこと，聞いている人を和ませながら話す姿がすごいと感じました。また，大学生の姿を見なが
ら，いつかはわたしもあんな風になるために努力を続けていこうと強く思いました。（６年女児） 

 

【昼休みに交流活動を行う様子】 【台北教育大学附設実験国民小学校のみなさん】 


